


1

【自殺の現状】
　本県の自殺死亡率は、ここ 10 年間常に全国で高い水準にあります。自殺に追い込まれる方には、病気や介
護などの健康問題、借金や失業などの経済・職業問題、離婚や家庭内暴力などの家庭問題、その他様々な問
題があると考えられています。

【ひとりで悩まないで！誰かに話してみませんか】
　自殺は個人の自由意志や選択の結果と思われがちですが、実際には、様々な要因が複雑に関係し、心理的
に追い込まれた末の死と言われています。しかし、周囲の相談や支援、病気の適切な治療などにより自殺は
防ぐことができます。実際、自殺を考えている人も、こころの中では生きたいという気持ちで激しく揺れ動
いており、不眠や原因不明の体調不良などで、何らかのサインを発していることが多いようです。家族や周
囲の方が、サインに気づき、相談機関や医療機関、集いの場などを紹介することで、自殺を防ぐことができ
ます。そして、誰もが生き心地の良い社会を作ることが自殺予防につながります。県では、「ひとりで悩まな
いで！誰かに話してみませんか」をキャッチフレーズに相談機関や医療機関をインターネットで検索できる
情報サイト「みやざきこころ青 Tねっと」を開設しています。ひとりでも多くの県民の皆様に御利用いただ
けることを願っています。
　ホームページアドレス　http://www.m-aot.net
　また、心の悩みや自殺に関する相談窓口も御利用ください。

　　○心の悩みの相談
　　　「こころの電話」（宮崎県精神保健福祉センター内）
　　　TEL. ０９８５－３２－５５６６
　　　月～金（祝日、年末年始を除く）９時～ 19 時

　　○精神科医による相談（宮崎県精神保健福祉センター内）
　　　「ストレス専門診療相談」（予約制・無料）　
　　　TEL. ０９８５－２７－５６６３
　　　御家族からの相談にも対応します。

　　○自殺に関する相談
　　　・自殺防止電話「ライフネット宮崎」　

TEL. ０９８５－２８－２５５５
月、火、木、土　19 時～ 23 時

　　　・NPO法人国際ビフレンダーズ
宮崎自殺防止センター　
TEL. ０９８５－７７－９０９０
日、月、水、金　20 時～ 23 時

心がつながる地域を目指して！
～自殺防止に向けた取組～

　本県では、年間に 300 人もの方が自ら命を絶っているという状況にあります。また、人口 10 万人あ
たりの自殺者を示す自殺死亡率が、全国でも高いレベルで推移しており、平成 23 年は、全国で４番目
に高くなっております。このため、県では、知事をトップに「宮崎県自殺対策推進本部」を設置し、
全庁挙げた推進体制を整えると共に、保健・福祉・医療・教育・労働等の団体や機関等から構成され
る「宮崎県自殺対策推進協議会」を発足し、官民一体となって自殺対策を進めています。
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（目　　的）
　いつでもどこでも、自殺を考えている人や苦悩状態にある人々に感情的な支えを提供することを目的にし
ています。
　また、広く自殺に関する事項について周知を図り、その防止にも努めています。

（設　　立）
　平成 19 年４月に設立し、同年 10 月に NPO 法人として「国際ビフレンダーズ」に加盟したボランティア
団体です。（英国内の 200 センター、18,500 人の電話相談ボランティア団体と連携し、世界では、合わせ
て 41 か国・400 以上の拠点で約３万人のボランティアが活動しています。）

（活動内容）
　・夜間電話相談（日・月・水・金 20:00 ～ 23:00　TEL.0985-77-9090）
　・自死遺族のつどい「ランタンのつどい」（毎月第２土曜日 14:00 ～ 16:00（初めての方は 13:30 ～））
　・自殺防止推進協力員の育成　　
　・広報、講演（研修）等
　・電話相談ボランティア募集（毎年６月と９月の年２回スタート：現在第 14 期生を募集中）

（夜間電話相談の状況）
　当初、週１回でスタートした夜間電話相談ボランティアは、現在は週４回、一晩あたり 10 件程度の相談
を受けています。
　平成 23 年度の相談件数は 1,976 件（前年度比約 5％増）で、設置当初からの累計の相談件数は 9,000
件を超えようとしています。

　受付状況（グラフ参照）から、60 代以上の男性からの相談が少なくなっています。弱音が吐きづらいこと
や電話で相談するという習慣がないことなどが考えられます。
　また、相談内容はお一人一つではなく、複数の問題を抱えて電話される方が多くなっています。

　今まで誰にも語ることのなかったつらい体験をお聴きする場面に出会います。
　お互いに「どこのどなたか知りませんが」という匿名性の高い電話相談が、本音を語らせているのでは
ないでしょうか。
　当センターへ電話をかけてくださる 20 代、30 代の方のなかには、幼少期や思春期に家庭や学校など
での虐待やいじめなど過酷な体験を話される方がいます。
　そのときの体験が、その後のメンタルヘルスに結びついていると感じており、死にたいほどつらい状況
の中で、「自分なんかいないほうがよい」など自己を肯定できないことが共通しています。
　社会全体の課題として、青少年に関わる人権問題に、多くの皆さんが関心を持つことが大切ではないで
しょうか。
　これからも、心に寄り添うボランティアの姿勢で、活動を続けていきたいと思っています。

NPO 法人国際ビフレンダーズ  宮崎自殺防止センター所長  工藤 智徳

（問合せ先）

事務局：TEL.0985- 77-9111（日・月・水・金 20:00～23:00）
メール：bwspcmiya@polka.ocn.ne.jp／ホームページ：宮崎自殺防止センター  検索←



「人権啓発協働推進事業」の取組
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実施団体 ： 宮崎インターネット放送株式会社
（事業名）　日向之国ふれあい紀行 ～宮崎人権ゆかりの地を訪ねて～

（放送日）　平成24年11月～平成25年１月

（放送局）　宮崎インターネット放送（MIBTV）で配信

（内　容）

　江戸時代後期から大正時代にかけて、 「児童

福祉の父」と呼ばれる石井十次や、高鍋藩第７

代藩主・秋月種茂公といった偉大な先人を輩出

した高鍋町などの人権ゆかりの地を訪ねるテレ

ビ番組「日向之国ふれあい紀行 ～先人たちの

思いにふれる旅～」を制作し、インターネット

で配信しました。

（http://miyazakinet.jp/

WeeklyProgramInformation.html）

　番組では、先人たちの功績に詳しい有識者へのインタビューから、一人ひとりの尊厳を大切にしたという石

井十次のエピソードや、秋月種茂公による「寛
かんじん

仁」の政治、「米二合」などの先進的な子育て施策、それらの

　宮崎県では、企業や民間団体が有する高度な専門性や柔軟な発想等を活用して、協働しながら効果的な人権啓発

活動に取り組んでいます。

　今年度も「人権啓発協働推進事業」の企画を募集し、応募のあった中から次の３件を委託事業として選定しまし

たので、その実施状況をご紹介します。

啓 発 事 業 紹 介

実施団体 ： M20
（事業名）　一人芝居「笑いと人生のポエム」

（期　日）　平成24年９月27日（木）

（会　場）　メディキット県民文化センター　イベントホール

（内　容）

　書き下ろしによる一人芝居の喜劇「うぐいすの歌」

を上演しました。

　37 歳、独身の営業マン・結城文雄が朝早くから公園

のベンチで繰り広げる、単調で悲しく、それでいてや

さしい一日のメルヘン。

　通勤途中などの日常生活において、しばしば偏見に

もとづいて発せられる言葉や、「人権」・「ジェンダー」

（社会的性のありよう）などについて、演者が創り出

す客席との一体感の中、時にはコミカルに、時にはしんみりとした表現から、身近にある差別や偏見を感じ取

り、「支え合う社会」のあり方について考えていただきました。

■脚本　入江　秀雄さん　■演出　堀　有三さん　■主演　池田　知聡さん　（参加者数）330 名

石井十次の魅力について語る児嶋理事長（写真左）

池田知聡さんの熱演に会場がひとつになりました。
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実施団体 ： 南九州大学ボランティアサークル カルミア
（事業名）　思いやりの心のタネを育てよう！

（内　容）

　子どもたちやその保護者を対象にしたイベント（計３

回）を開催し、人権に関するメッセージを記した押し花

しおりを制作して交換したり、「知（クイズ）、徳（読み

聞かせ）、体（スポーツ）」各コーナーでのグループ活動

による交流、人権や思いやりの大切さをえがいた絵本の

読み聞かせ等を通じて、自分を大切にすることや思いや

りをもって行動することの大切さを感じ取ってもらいま

した。

　また、「ワールド・フェスタ in みやこのじょう 2013」

の会場では、都城国際交流協会等と協働して、様々な国

のダンスや遊びも楽しみながら、異文化交流や多文化共生の大切さを体感してもらいました。

（日時・会場）

　平成 24 年 9 月 28 日（金）　上長飯エンゼル児童館（都城市上長飯町）

　平成 24 年 11 月 25 日（日）　南九州大学都城キャンパス体育館

　平成 25 年 1 月 26 日（土）　ウェルネス交流プラザ「ワールド・フェスタ inみやこのじょう 2013」会場

（参加者数）約 1,600 名

土壌となった人権尊重の思想などを学び、先人た

ちが発信する現代へのメッセージとは何か、「み

んなの人権を守るために、今、私たちにできるこ

とは何か」を考えるきっかけを提供しました。

■ナビゲーター　和田　恵さん

■ゲスト　児嶋　草次郎さん

　　　　　（社会福祉法人石井記念友愛社理事長）

■ゲスト　飛田　博温さん

　　　　　（高鍋史友会会長）

高鍋藩の先進的な福祉施策について語る飛田会長（写真右）
（舞鶴公園内の「萬歳亭」で）

思いの込もったストラップや押し花しおりをつくりました。
（ワールド・フェスタ会場）

絵本の読み聞かせに夢中で聞き入る子どもたち。
（上長飯エンゼル児童館）

大学生が日頃の研究や活動の成果を発揮してくれました。
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　「王貞治」。彼が私が尊敬する野球選手です。「ソフトバンクホークス」。これが私の好きな野球チームです。

そして、私は将来、このチームの選手として活躍することが夢です。そう、私はバリバリの野球少女なので

す。物心ついた時には、野球はすでに私の近くにありました。父自身、職場の野球チームでプレーしており、

小さい頃は、母や兄と父の試合をよく見に行きました。父がコーチをつとめる少年団に所属していた二人の

兄とは、小さい頃からよくキャッチボールをし、週末は試合の応援にも行きました。

　そんな私が野球を始めたのは、小学校二年生の春でした。兄たちの野球の練習の見学や試合の応援には行

っていたものの、野球は男子がやるもので、女子の私が実際にプレーすることはないと思っており、たいし

て興味もありませんでした。しかし、父の強い勧めで私も野球を始めることになりました。練習をしていく

うちに、私は野球のおもしろさを知り、野球が楽しくて仕方なくなりました。いつの間にか、野球は男の子

のスポーツだという考えもなくなっていきました。

　小三の夏、試合相手の男の子から、「女子なのに野球うまいね。」と言われました。ほめられたことが、と

てもうれしくて、それまでよりもっと一生懸命練習をするようになりました。それからも、「女子なのにう

まいね。」というほめ言葉は、何回か続きました。最初はうれしかったその言葉も、「女子なのに…。」とい

う言葉のせいで、だんだんうれしくなくなっていきました。私がほめられるのは女子だからであって、男子

だったらほめられないのかもしれない。私は男子と同じようにみてもらえていないような気持ちがどんどん

大きくなり、不満が募りました。しかし、「男子より数倍上手になってやる。」その気持ちはエネルギーとな

り、野球にますますはまっていきました。

　ある時、私は担任の先生に、なぜ女の子の私が野球をやっていることは男子と違った扱いをされるのかを

聞いてみました。先生の答えは、「力の面で、女子はいつか男子にかなわなくなる日がくるからだよ。」とい

うものでした。

　「いつか男子にかなわなくなる日が来る。」という先生の言葉は、自分は負けてしまう運命にあると言われ

たみたいで、とても悔しかったけれど、確かにそうかもしれないと認めざるをえない気持ちもありました。

いつかはかなわなくなる男子に交じって野球を続けることに意味があるのだろうか。この思いは、私の心の

どこかにあり、時々ふと思い出しました。しかし、その度に『負けてたまるか』という気持ちがあふれ出て

きて、人一倍練習に打ち込むようになりました。

　小学校五年生の時、元プロ野球選手の方々が指導してくださる野球教室に参加しました。その時、「君は、

男子にないセンスにあふれている。きっとプロ野球選手になれるはずだよ。その時が来るのを待ってるから、

自信を持ってこれからも練習に励みなさい。野球を続けるんだよ。」と言ってもらいました。その言葉で、

私は、『自分のしなやかさや細やかさを生かしたプレーを追求していけばいい。力で負ける日が来ても女子

の私にしかできないことがある。強みの異なる男子と女子が同じチームにいれば、強いチームになるに違い

ない。』そう思うことができ、堂々と自分の大好きな野球を続けていこうと決めました。

　私は今、野球部に所属しています。誰よりも大きな声を出し、キャプテンとしてチームを引っ張っていま

す。女子は私ひとりです。だから、チームのマドンナです。しかしグラウンドでは、男も女も関係ありませ

ん。誰も私に特別優しくしてはくれません。私はそれがうれしいです。練習メニューによっては、男子との

力の差を感じる時もあります。そんな時は悔しくて、もっともっとがんばろうという気持ちがわいてきます。

技術面でも精神面でも誰にも負けたくありません。これから壁にぶつかることもあるかもしれません。でも

その度に、その悔しさを情熱へと変え、強い野球選手になっていきたいと思います。ソフトバンクホークス

のマドンナになるために…。

「MY  DREAM」 えびの市立加久藤中学校２年　境
さかい

田
だ

　茉
ま ほ

歩さん

未来を担う子どもたちの願いや思いが込められた作品です。

平成24年度人権に関する作品　作文（中学生の部）優秀賞
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　今日みられるえせ同和行為の多くは、「同和問題について理解しているか」とか「同和問題の解決のために
協力してほしい」など、あたかも同和問題に関する差別解消運動の一環であるかのようにみせかけて、高額
な図書等の購入を執拗に迫ったり、寄付金や協力金等を一方的に要求するものです。
　このため、えせ同和行為は、同和地区の人々や同和問題の解決に真剣に取り組んでいる人たちに対するイ
メージを著しく損ね、ひいては同和問題に対する誤った認識を植え付ける大きな原因となっており、これま
でに行われてきた啓発の効果を一挙に覆すものです。
　同和問題の解決のためには、このようなえせ同和行為の横行を断固排除する必要があり、その手口や内容
などを知った上で、き然とした態度で対処することが重要です。

　県では、えせ同和行為の実態を把握するため、平成 25 年 1月、県内の 3,000 事業所を対象にアンケート調
査を実施しました。（調査対象期間：平成 24 年 1月～ 12 月、回答事業所数 1,240 事業所　回答率：41.3％）

※�県では、えせ同和行為の対応マニュアル（対応に当たっての心得・困ったときの相談先等）を配布

しています。必要な方は、県庁人権同和対策課（電話（0985）26-7067）まで御連絡ください。

　また、県庁ホームページからダウンロードすることもできます。

※�相手からの不当な要求に対しては、き然と
した態度で断ることが大切です。

　そうすれば、「相手が引き下がり、その後は何も
してこなかった」という意見が多く寄せられてい
ます。安易な妥協はせず、困ったときは、県、市
町村、警察、法務局、暴力追放センター、弁護士
会などに相談しましょう。

１�　「同和問題を口実に不当、不法な要求を受けた
ことがある」と回答した事業所数等

　●事業所数　35事業所（被害率 2.8％）
　●要求件数　50件（１事業所平均 1.4 件）

２　要求の種類

　①図書等物品購入…………………………74.0％
　②寄付金・賛助金・協力金の強要………18.0％
　③講演会・研修会への参加…………………4.0％

３　要求の手口

　①執拗に電話をかけてくる………………40.4％
　②同和問題を知っているかと脅す………17.3％
　③大声で威嚇する…………………………15.4％

※様々な人権問題に関心を持ちましょう
　県のアンケートでは、定期的に人権問題の職場
研修を実施している事業所は、「えせ同和行為」に
き然として対処し、被害を受けていません。
　えせ同和行為を排除するためにも、同和問題を
はじめとした、各種の人権問題に日頃から関心を
持ち、正しい理解を持つように努めましょう。

４　要求の口実

　①同和問題の知識 (認識・研修 )不足……26.7％
　①単なる言いがかり、無理難題……………26.7％
　②口実は特になかった……………………24.4％

５　要求に応じた事業所数等

　●事業所数　２事業所（応諾率 5.7％）
　●応諾件数　２件（１事業所平均１件）

６　要求に応じなかったときの相手の反応
　①引き下がった……………………………62.2％
　②要求等の内容や態様を変えてきた……18.9％
　③その他……………………………………13.5％
　

えせ同和行為を排除しましょう！
えせ同和行為とは、同和問題を口実として行われる

不当な要求や不法な行為などです。

宮崎県　ストップえせ同和 検索

「えせ同和行為に関するアンケート調査」結果
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